
５月臨時会・６月定例会では、こんなことが決まりました
決議を送付しました
６人の議員が一般質問を行いました
委員会のうごき
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5月臨時会・6月定例会

▲新しくなった西幼稚園のプール
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　平成２５年第２回臨時会が５月９日に開かれ、議員の役員選出の
ほか、次の事項について審議しました。
　また、平成２５年第３回定例会が、６月３日から６月２０日までの
１８日間の会期で開かれ、平成２４年度斑鳩町水道事業会計決算の
認定についてなど、１６議案を可決・認定等しました。その他、推薦
案件について推薦し、報告事案４件について報告を受けました。最終
日には条例改正と決議を上程し、それぞれ下記の結果となりました。

５月臨時会の案件 結　果

条例
満場一致で承認

満場一致で承認

満場一致で可決

満場一致で可決
予算

斑鳩町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町町税条例の一部を改正する条例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町都市計画税条例の一部を改正する条例について）

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について）

平成２５年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）について

町長専決処分について承認を求めることについて（平成２４年度斑鳩町一般会計補正予算（第７号）について）

６月定例会の案件 結　果

条例

満場一致で可決

満場一致で承認

継 続 審 査

報 告

賛成多数で可決

賛成多数で可決

満場一致で可決

満場一致で推薦

満場一致で認定

満場一致で可決

賛成多数で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

予算

契約

推薦

その他

決算

報告

発議

特別職の職員等の給与の臨時特例に関する条例について

斑鳩町の一般職の職員の給与の臨時特例に関する条例について

斑鳩町スポーツ施設条例の一部を改正する条例について

斑鳩町水道事業給水条例の一部を改正する条例について

平成２５年度斑鳩町一般会計補正予算（第２号）について

平成２５年度斑鳩町一般会計補正予算（第３号）について

町長専決処分について承認を求めることについて（平成２５年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について）

斑鳩東小学校（本館東棟・本館西棟・体育館）校舎耐震補強工事請負契約の締結について

平成２５年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について

斑鳩町農業委員会委員の推薦について

奈良県広域消防組合の設立に関する協議について

奈良県広域消防組合設立に伴う西和消防組合の解散に関する協議について

西和消防組合の解散に伴う財産処分に関する協議について

平成２５年（ノ）第６号慰謝料等請求調停事件の和解について

平成２４年度斑鳩町水道事業会計決算の認定について

平成２４年度斑鳩町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

平成２４年度斑鳩町継続費繰越計算書の報告について（一般会計）

平成２４年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般会計）

平成２４年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（公共下水道事業特別会計）

平成２４年度斑鳩町文化振興財団事業報告について

斑鳩町議会の議員の定数条例の一部を改正する条例について

八尾空港へのオスプレイ訓練受け入れの撤回を求める決議について

４ページに賛否の討論

5ページに賛否の討論

3ページに決議と賛否
の討論

議会推薦の委員として
宮﨑和彦議員、
辻善次議員を推薦しま
した。

？ミニ解説？
繰越明許費
歳出予算の経費のうち、
年度内に支出が終わらな
い理由があるものについ
て、予算を翌年度に繰り
越して使うことができる
経費。

❷
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八尾空港へのオスプレイ訓練受け入れの撤回を求める決議

　松井一郎大阪府知事は、米軍普天間飛行場に配備されているオスプレイの訓練の一部を府内で受け入れる意向を
表明し、橋下徹大阪市長とともに八尾空港への受け入れを提案しています。
　垂直離着陸輸送機ＭＶ－２２オスプレイは、墜落事故が相次いでいることから、昨年７月に全国知事会が受け入
れに反対する決議を採択するとともに、これまで全国で２００を超える自治体からも配備・訓練に反対する決議が
あがっています。
　昨年１０月にオスプレイが配備されて以来、「住宅密集地をさけること」などの飛行ルールを定めた日米合意を
まったく無視した飛行が繰り返されています。
　万が一、大阪府に配備されれば、奈良県を含め近隣自治体の住民が危険にさらされることになります。配備の候補
とされた八尾空港がある八尾市長が反対を表明したのは当然であり、隣接するこの生駒郡地域の住民にとっても身
近で深刻な問題です。
　八尾市はもとより周辺自治体に説明も意向を確認することもなく、このような表明を行なった松井一郎大阪府知
事に対し、強く抗議するとともに大阪府でのオスプレイ訓練受け入れを撤回するよう強く要望します。
　
　以上、決議します。
　　　平成２５年６月２０日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  奈良県斑鳩町議会

八尾空港へのオスプレイ訓練受け入れの撤回を求める決議について

【反　対　意　見】　嶋　田　議　員

　大阪維新の会幹部二人が唐突に、政府に対し八尾空港
でアメリカ軍のオスプレイの訓練の一部を受け入れては
どうかと提案されました。本来であれば八尾市や近隣市
町村に説明了承を得てからの提案事であるべきです。で
は何故そのプロセスを省いたのでしょうか。それは、実際
問題として八尾空港での受け入れは不可能だと分かって
いるからです。
　二人の言動は、今の沖縄の基地の負担を、国としてどの
ようにするべきかという問題提議なのです。普天間基地
と同じような環境の八尾空港の名を挙げることによっ
て、空港周辺全てが市街地になっている所での訓練の危
険性や難しさを暗に示し、全国的に普天間基地の現状や
沖縄が抱える負担をどのようにすべきかを問うているの
です。だからこそ政府も、国として何ができるのか検討す
ると述べられたのです。
　今回の二人の言動を受け私たち地方議員は絵空事の事
象に目を奪われることなく、沖縄の基地の負担や危険を
どのように軽減していくかを議論し住民の皆さんに発信
していくことではないでしょうか。今回この決議をする
ことは、斑鳩町議会が自分たちさえよければ他の地はど
うでもいいと公言する事であり、沖縄の基地負担問題に
背を向けることになります。

【賛　成　意　見】　木　澤　議　員

　松井一郎大阪府知事が、橋下徹大阪市長とともに八尾
空港へのオスプレイ訓練の受け入れを突然表明しまし
たが、八尾市の市長や市民はもとより、近隣の市町村に
いっさい意見を聞くこともなく、勝手に表明するなどと
いうことを許すべきではないと考えます。
　反対討論者は、沖縄・普天間基地の負担をどう考える
のかという問題提起をされています。
　たしかに、私もその問題については、思いを持ってい
ますし、それぞれの議員のみなさんも考えを持っておら
れると思います。
　今回の決議については、あえてその点には触れず、純
粋に危険なオスプレイの訓練を受け入れることに対し
て反対の意を示したいとの思いです。
　万が一、八尾空港にオスプレイが配備されることにな
れば、生駒郡地域の住民が危険にさらされることになり
ます。
　いろいろな考えがあるなかで、斑鳩町議会として一致
できる点で協力し、松井大阪府知事に対し、受け入れ撤
回を求める決議をあげるため、議員みなさんのご賛同を
お願いし、私の賛成の立場からの意見とさせていただき
ます。

大阪府知事に
1件の決議を送付

６月定例会では、議員から提案された「八尾空港へのオスプレイ訓練受け入れの
撤回を求める決議について」が可決され、大阪府知事に送付しました。

■■■■■■■本 会 議 で の 討 論
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特別職の職員等の給与の臨時特例に関する条例について
斑鳩町の一般職の職員の給与の臨時特例に関する条例について

【反　対　意　見】　里　川　議　員

　国の厳しい財政状況と東日本大震災に対処するため
に、国家公務員の給与を減額したことに伴い、地方公務
員においても速やかに国に準じた必要な措置を講ずる
ように、地方公共団体への要請が行われた、という理由
から今回の提案がされているが、本来要請されたとして
も、決定するのは地方自治体であり、無理に地方交付税
を削減してくるというやり方については、納得できな
い。公務員いじめのような世論を作り出されてきて、公
務員はとても働きづらい環境がこの間に作り出されて
きて、当町においても例外ではない。職員は、町民の信託
に応えるためによく努力をしている。政権与党の人気取
りのような行動に地方は振り回される。まして、東日本
大震災を理由に有無を言わさないやり方だと思える。し
かし、この間の復興予算の使い方については、意味のわ
からない、納得のできない使い方がされており、今もな
お使い道が明らかでない。地方主権と言いながら、地方
自治体の職員の給料についても無理やり口を出し、給料
を引き下げする分の地方交付税を減額してくるという
のは、中央集権のやり方であり、人事院を無視した強硬
な閣議決定を、地方としては簡単に受け入れるべきでは
ない。

【賛　成　意　見】　宮　﨑　議　員

　東日本大震災を契機として防災・減災事業に積極的
に取り組むとともに、長引く景気低迷を受けて一層の地
域経済の活性化が喫緊の課題となっているなかで、こう
した課題に迅速かつ的確に対応するため、本年度におけ
る地方公務員の給与について、国家公務員の給与減額支
給措置を踏まえて、各地方公共団体において速やかに国
に準じて必要な措置を講ずるよう要請があり、町はこれ
までも自主的な給与削減措置や定員削減などの行政改
革を進めていますが、このたびの要請の趣旨を踏まえ
て、町として自主的かつ適切に判断され、この特別特例
に関する条例を上程されたものであり、一般職の職員に
ついては、ラスパイレス指数が約１００になるよう給与
水準を引き下げ、特別職の職員等についても、現行の削
減措置に加えてさらに引き下げをされることについて
は、妥当な措置であると判断し、国家公務員の給与減額
措置は、給与に加えて管理職手当、期末・勤勉手当、地域
手当を減額していますが、ラスパイレス指数が１００以
下で、給与減額措置を実施しない他市町村との均衡等を
考慮して、期末・勤勉手当、地域手当の減額を実施しな
いことについて、職員労働組合も一定の理解を示してい
ることから、適切に対応して頂いている。

❹
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奈良県広域消防組合の設立に関する協議について
奈良県広域消防組合設立に伴う西和消防組合の解散に関する協議について

西和消防組合の解散に伴う財産処分に関する協議について

【反　対　意　見】　里　川　議　員

　消防の広域化は、平成２８年６月からの消防救急無線
のデジタル化の整備が、全国７７０消防本部中４５７が
未整備と、進んでいないことにある。デジタル化が進ま
ないのは、財政の厳しい市町村や小さい消防本部ほど、
費用が高額で実施が難しい。国が電波の周波数を節約す
るための消防救急無線の高度化は、西和消防はすでに計
画的に移行できる状況にある。市町村による自治体消防
を原則とし、地域住民に最も身近な市町村が住民の生
命、財産、安心と安全を守る。そのために、西和消防は、県
下で最も体制が充実し、すでに７町による広域化が定着
している。期限あるデジタル化をテコに、共同整備をし
たいなら県の消防広域化計画に合意しなさいという進
め方だが、国の基本指針や県の推進計画に拘束されるも
のではない。奈良県では本部の要員が１５６人、通信員
が５４人、計２１０人が浮いてくるらしい。浮かせた２
１０人のうち、増強に回すのは１４７人で残り６３人は
人員削減して約４億円の費用削減を図るという計画で
ある。消防の広域化の是非については、あらゆる分野か
ら検討すべきで、平成３３年以降の財政計画は不明で、
十分な資料もないまま、奈良県を全域とした消防の広域
化の是非の結論を出すのは急ぐべきではない。

【賛　成　意　見】　伴　議　員

　消防の広域化は、総務・通信指令を一元化し、現場の
人員を増強することにより消防力を高め、消防組織全体
の合理化を図ることを目的としており、消防本部の管轄
区域を大きくすることによって行財政上のスケールメ
リットを活用して、より高度な消防サービスを提供でき
るものであります。
　また、他の県でも大きな課題となっている全体統合後
の経費負担等については、協定書のなかに経費負担や消
防署の管轄及び活動区域等について明記されているこ
とから、一定程度担保されていると考えられます。
　そして、消防の広域化は時期尚早との意見もあります
が、消防無線デジタル化の県の補助金を受けられなくな
ることや、斑鳩町だけが消防行政において孤立すること
はどうしても防がねばなりません。
　広域消防組合設立後に西和消防本部は解散されるこ
とになりますが、西和消防署・分署はそのまま残り、火
災や救急車の出動などの業務は従来どおり西和消防署・
分署から行われるので、住民サービスの低下は招かない
ことも広域消防組合に対する条件であります。
　今後、この協定書に基づき組合議会でその運営に関して
公正な議論がなされるようにお願いし、賛成いたします。

▲議場

▲議場内の
　傍聴席（39席）

議会を傍聴してみませんか！

　斑鳩町議会では、｢開かれた議会｣をめざしていま
す。みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのよ
うな発言をし、行政はどう答えているのか、みなさん
ご自身でお確かめください。
　また、本会議の会議録は庁舎ロビーや公民館、斑鳩
町立図書館でも閲覧できます。

みなさんのご意見やご要望をお寄せください。
〒636-0198　斑鳩町法隆寺西3-7-12
斑鳩町議会事務局
TEL  74-1001　FAX  74-1011

役場 3階・議会事務局前に、ご意見箱「こだま」
を設置しています。

（宛　先）

議会は役場3階です
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議
員
　「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
」を
導

入
す
る
に
は
、ど
の
よ
う
な
過
程
・

手
続
き
が
必
要
な
の
か
問
う
。　

総
務
部
長
　
導
入
に
は
、
対
象
地

域
の
住
民
や
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の

意
向
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ

て
お
り
、
当
該
地
域
を
構
成
す
る

市
町
村
の
合
意
が
あ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。ま
た
、県
内
の
他
の
地
域

と
の
人
口
・
登
録
台
数
な
ど
の
バ

ラ
ン
ス
等
、
そ
の
適
合
性
に
つ
い

て
の
判
断
も
必
要
と
な
り
、
市
町

村
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
等
に
よ
り
、
住
民
や
関
係
団
体

等
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
県
に
要

望
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

議
員
　「
斑
鳩
町
も
賛
同
」と
の
新

聞
報
道
が
あ
っ
た
、
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー「
飛
鳥
」へ
の
認
識
を
問
う
。

総
務
部
長
　
本
日
６
月
６
日
の
夕

刻
か
ら
「
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
『
飛

鳥
』
を
考
え
る
会
」
が
開
催
さ
れ
、

橿
原
市
が
県
内
の
飛
鳥
時
代
を
共

有
す
る
市
町
村
に
対
し
、
参
加
の

呼
び
か
け
が
な
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、当
町
も
出
席
す
る
予
定
で
す
。

「
飛
鳥
」ナ
ン
バ
ー
の
主
旨
や
導
入

に
向
け
た
手
続
き
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
の
説
明
が
な
さ
れ
、
改
め

て
自
治
体
の
意
向
を
確
認
し
た
上

で
、
具
体
的
な
作
業
に
取
り
掛
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

議
員
　
斑
鳩
町
で
の「
飛
鳥
」ナ
ン

バ
ー
実
現
へ
の
対
応
を
問
う
。

総
務
部
長
　
す
で
に
、「
ご
当
地
ナ

ン
バ
ー
」
が
導
入
さ
れ
た
地
域
の

事
例
を
見
ま
す
と
、
対
象
地
域
内

で
無
作
為
抽
出
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
が
実
施
さ
れ
、ま
た
、そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
村
議
会
で
も
、
支
持

す
る
旨
の
決
議
等
が
な
さ
れ
て
い

た
り
、
各
関
係
団
体
か
ら
の
賛
同

を
得
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
多
様
な

形
で
の
意
向
確
認
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。導
入
要
綱
に
定
め
ら
れ
た

６
月
28
日
の
期
限
内
に
、
こ
れ
ら

の
手
続
き
を
完
了
す
る
に
は
、
非

常
に
厳
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
本
町
で
は
「
飛
鳥
」
ナ
ン

バ
ー
に
つ
い
て
の
住
民
合
意
を
得

る
こ
と
は
、
到
底
無
理
と
考
え
ま

す
。

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー（
第
２
弾
）導
入

要
綱
を
熟
知
し
、
誤
解
を
受
け
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
町
長
の
言
動

は
慎
重
で
あ
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

※
地
籍
調
査
と
自
治
体
Ｇ
Ｉ
Ｓ
推

　
進
と
の
関
係
に
つ
い
て

※
不
動
産
登
記
法
第
14
条
第
１
項

　
地
図
へ
の
認
識
に
つ
い
て

※
町
内
の
連
合
会
組
織
の
運
営
・

　
活
動
へ
の
支
援
に
つ
い
て

議
員
　
災
害
が
発
生
し
た
時
の
情

報
不
足
や
避
難
行
動
に
、
大
き
な

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
方
が

被
害
を
拡
大
し
な
い
よ
う
に
災
害

弱
者
の
視
点
で
防
災
計
画
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。今
後
、　
防

災
計
画
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
防

災
会
議
で
女
性
の
方
も
委
員
に
な

り
、
女
性
の
視
点
か
ら
の
意
見
を

防
災
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
が
、
町
の
考
え
方
を
伺
い

ま
す
。

総
務
部
長
　
本
町
の
防
災
会
議
条

例
の
委
員
構
成
の
見
直
し
を
行

　本定例会での一般質問は、６月６日・７日の両日、６人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

２日間で延べ６人の方が傍聴に来られました。　　

▲全国のご当地ナンバー

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー「
飛
鳥
」の

導
入
は
到
底
無
理
!!

小　野　隆　雄  議員

「女性・高齢者・障がい者」の
視点で防災計画の見直しを

飯　髙　昭　二  議員

❻

一 般 質 問
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い
、「
自
主
防
災
組
織
を
構
成
す
る

者
ま
た
は
、学
識
経
験
の
あ
る
者
」

を
新
た
に
加
え
、
女
性
の
意
見
も

防
災
計
画
に
反
映
で
き
る
よ
う
女

性
の
任
命
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

議
員
　
乳
幼
児
品
や
女
性
用
品
な

ど
の
必
要
な
物
資
の
確
保
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。

総
務
部
長
　
現
在
、
食
料
や
乳
幼

児
品
を
優
先
し
て
備
蓄
し
て
お

り
、女
性
用
品
に
つ
い
て
は
、備
蓄

が
遅
れ
て
い
ま
す
の
で
検
討
し
ま

す
。

議
員
　
避
難
所
の
開
設
時
に
弱
者

優
先
の
た
め
の
女
性
専
用
の
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

総
務
部
長
　
避
難
所
は
、
不
特
定

多
数
の
避
難
者
が
一
時
的
に
、
共

同
生
活
を
送
る
場
所
で
あ
り
、
緊

急
的
な
避
難
時
と
は
い
え
、
最
低

限
の
生
活
上
の
安
心
・
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、特
に
、女
性
へ
の
視

点
か
ら
、
様
々
な
配
慮
を
検
討
し

ま
す
。

議
員
　
今
回
、
防
災
計
画
の
見
直

し
に
あ
た
り
、
特
に
女
性
の
視
点

で
の
質
問
を
し
ま
し
た
が
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
方
に
も
配
慮
し

た
見
直
し
を
含
め
要
望
し
ま
す
。

地
域
防
犯
活
動
の
た
め
の

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
」
の
確
立
を

議
員
　
日
常
的
に
起
こ
り
得
る
犯

罪
に
対
し
、
そ
の
対
策
に
住
民
が

一
体
と
な
り
進
め
て
い
く
た
め
の

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
」の
確
立
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
町
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長
　
地
域
の
自
主
防
犯
団

体
等
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
情

報
提
供
を
行
い
、自
主
防
犯
団
体
・

町
・
警
察
が
地
域
防
犯
活
動
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

議
員
　
自
治
会
を
は
じ
め
民
生
児

童
委
員
・
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々

も
含
め
た
実
効
性
の
あ
る
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
体
制
」
の
促
進
を
要
望

し
ま
す
。

議
員
　
幼
稚
園
に
給
食
が
導
入
さ

れ
て
間
も
な
く
、
あ
ま
り
評
判
が

良
く
な
く
、
小
学
校
の
給
食
を
提

供
で
き
な
い
か
と
提
案
し
た
こ
と

が
あ
る
。そ
の
時
は
制
度
上
無
理

だ
と
い
う
よ
う
な
回
答
だ
っ
た

が
、そ
の
後
、時
間
の
経
過
と
と
も

に
、
県
内
の
他
の
市
町
村
の
取
り

組
み
を
調
査
し
て
き
た
。自
校
方

式
の
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
驚
い
た

が
、セ
ン
タ
ー
方
式
の
と
こ
ろ
は
、

小
中
学
校
と
同
様
に
幼
稚
園
に
も

給
食
を
運
ん
で
い
る
し
、
小
学
校

の
給
食
を
運
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。斑
鳩
町
で
も
小
学
校
に
隣

接
し
た
幼
稚
園
に
小
学
校
の
給
食

を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
可
能
で
は

な
い
か
。

教
育
長
　
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど

も
当
時
か
ら
変
化
し
て
い
る
だ
ろ

う
と
い
う
認
識
は
し
て
い
る
。小

学
校
か
ら
運
ぶ
に
し
て
も
、
一
定

時
間
保
管
す
る
ス
ペ
ー
ス
や
器
具

等
な
ど
必
要
に
な
る
。配
送
す
る

手
段
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き
問

題
も
あ
る
し
、
保
護
者
の
負
担
に

つ
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。県
内
で
実
施
し
て
い
る
事
例

を
い
ろ
い
ろ
研
究
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
。

議
員
　
教
育
長
の
懸
念
さ
れ
て
い

る
な
か
に
、
保
護
者
の
負
担
と
い

う
こ
と
を
言
わ
れ
た
が
、
町
立
幼

稚
園
の
給
食
は
１
食
３
０
０
円

で
、
週
２
回
通
常
で
あ
れ
ば
８
回

か
ら
９
回
食
べ
て
２
４
０
０
円
か

ら
２
７
０
０
円
か
か
っ
て
い
る
。

香
芝
市
は
週
４
日
の
給
食
で
２
７

０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、町

内
の
状
況
を
見
る
と
１
食
当
た
り

の
費
用
は
、
保
育
園
で
は
１
７
１

円
、小
学
校
で
は
２
０
０
円
、中
学

校
で
は
２
１
９
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
そ
の
う
え
、
献
立
表
を
比
較
し

て
み
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
栄
養
素
で

あ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
量
に
、

あ
ま
り
に
も
違
い
が
あ
り
す
ぎ

る
。保
育
園
、小
中
学
校
は
身
体
の

大
き
さ
で
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
こ
そ

違
い
が
あ
る
が
、
タ
ン
パ
ク
質
量

は
ほ
と
ん
ど
同
じ
量
に
な
っ
て
い

る
。こ
れ
は
幼
児
に
も
そ
れ
だ
け

の
タ
ン
パ
ク
質
が
必
要
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
幼
稚
園
の
タ
ン
パ
ク

質
量
を
見
て
み
る
と
、
毎
回
保
育

園
の
４
分
の
１
程
度
し
か
な
い
。

　
ま
た
、
食
育
の
観
点
か
ら
も
栄

養
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
重

要
性
を
各
学
校
に
配
置
を
さ
れ
て

い
る
栄
養
士
の
先
生
の
み
な
さ
ん

に
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▲防犯パトロールの声かけ訓練

▶
小
学
校
へ
給
食
を
取
り
に
行
く

　
県
下
の
幼
稚
園

幼稚園の給食を
栄養価のある充実したものに

里　川　宜 志 子  議員

No.77❼
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議
員
　
阿
波
３
丁
目
の
サ
ン
ト
ル

二
番
館
前
の
三
代
川
沿
い
の
町
道

西
側
の
土
地
が
盛
土
さ
れ
ま
し
た

が
、
町
道
の
範
囲
は
ど
こ
ま
で
で

す
か
。

都
市
建
設
部
長
　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
を
し
て
い
る
所
ま
で
が
町
道

と
し
て
の
管
理
範
囲
で
残
り
は
河

川
で
す
。

議
員
　
河
川
と
民
地
と
の
境
界
は

ど
こ
で
す
か
。

都
市
建
設
部
長
　
盛
土
以
前
に

あ
っ
た
法（
の
り
）部
分
の
中
間
位

ま
で
が
河
川
部
分
で
す
が
、
町
の

管
理
範
囲
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員
　
三
代
川
の
西
側
が
町
道
、

町
道
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
西

端
ま
で
、
そ
こ
か
ら
約
一
メ
ー
ト

ル
位
西
側
ま
で
が
河
川
区
域
、
そ

の
西
側
か
ら
民
地
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
盛
土
以
前
は
こ
の
町
道
は

狭
隘
な
道
路
で
朝
夕
小
中
学
生
数

十
人
が
登
下
校
し
て
い
ま
し
た
。

狭
隘
で
あ
る
た
め
車
同
士
は
対
向

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
盛
土
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
町
道
が
広
が
っ

た
ご
と
く
対
向
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。そ
の
た
め
子
ど
も
達
は

盛
土
部
分
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　
雨
が
降
れ
ば
盛
土
部
分
は
ド
ロ

ド
ロ
に
ぬ
か
る
み
ま
す
。子
ど
も

達
は
そ
の
泥
の
中
を
歩
い
て
い
る

ん
で
す
。

　
町
道
で
は
な
い
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
町
で
舗
装
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
か
。

都
市
建
設
部
長
　
多
く
の
子
ど
も

が
あ
の
場
所
を
通
学
に
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す

し
、
盛
土
部
分
が
雨
で
泥
状
に
な

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
町
が
あ
の
部
分
を
舗
装
す
る
に

は
、
河
川
管
理
者
に
盛
土
部
分
の

河
川
区
域
を
町
が
管
理
す
る
な
ど

の
河
川
占
用
申
請
を
し
た
後
に
舗

装
す
る
と
い
う
手
順
に
な
り
ま

す
。子
ど
も
の
安
全
な
通
学
を
確

保
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

議
員
　
以
前
、
提
言
に
よ
り
東
小

学
校
の
南
側
に
通
用
門
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。南
方
面
か
ら
通
学
す

る
子
ど
も
達
は
東
小
西
側
の
狭
い

道
路
を
通
ら
ず
に
校
舎
に
出
入
り

で
き
、
子
ど
も
達
の
安
全
が
一
つ

増
え
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
検
討
す
る
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
子
ど
も
達
に
泥
の
中
を

歩
い
て
通
学
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。早
急
に
舗
装
し
て
子
ど
も
達

が
雨
の
日
に
も
安
心
し
て
登
下
校

で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

議
員
　
斑
鳩
町
の
教
育
の
考
え
方

と
し
て「
ゆ
と
り
教
育
」か
ら
改
定

さ
れ
た
新
学
習
指
導
要
領
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

教
育
長
　
新
学
習
指
導
要
領
は
、

小
学
校
で
は
平
成
23
年
４
月
、
中

学
校
で
は
平
成
24
年
４
月
か
ら
全

面
実
施
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
教
育
は「
ゆ
と
り
」

で
も「
詰
め
込
み
」で
も
な
い
と
考

え
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
が
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
必
要

と
な
る「
生
き
る
力
」を
身
に
つ
け

て
ほ
し
い
、
そ
の
よ
う
な
思
い
で

当
町
の
教
育
を
推
進
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
小
学
校
と
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
の
教
育
内
容
つ
い
て
、
ゆ
と
り

教
育
事
業
の
時
に
は
な
か
っ
た
教

育
施
策
を
具
体
的
に
伺
う
。

教
育
長
　
小
学
校
で
は
国
語
・
社

会
・
算
数
・
理
科
・
体
育
の
科
目

に
お
い
て
授
業
時
数
が
10
％
程
度

増
加
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、中
学

校
に
お
い
て
は
、
国
語
・
社
会
・

数
学
・
理
科
・
外
国
語
・
保
健
体

育
の
科
目
で
授
業
時
間
が
10
％
増

加
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
内
容
の
主
な
改
善

事
項
は
、言
語
活
動
・
理
数
教
育
・

伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
・
道

徳
教
育
・
体
験
活
動
及
び
外
国
語

教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

議
員
　
斑
鳩
ら
し
い
伝
統
や
文
化

に
関
す
る
教
育
や
、
特
に
国
語
や

理
科
な
ど
の
科
目
の
時
間
を
増
加

し
て
い
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
斑

鳩
町
の
教
育
の
目
指
す
姿
を
伺

う
。

教
育
長
　
斑
鳩
町
の
教
育
は
、「
育

て
よ
う
和
の
心
」
を
教
育
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
掲
げ
、「
和
」の
精
神

を
誇
り
を
持
っ
て
継
承
し
て
い
こ

う
と
す
る
子
ど
も
達
の
育
成
を
図

る
こ
と
を
最
も
大
き
な
教
育
の
柱

▲雨でぬかるんだ通学路

ド
ロ
道
通
学
路
の
解
消
を

嶋　田　善　行  議員

新学習指導要領の
　　　　　対応について

伴　　　吉　晴  議員
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に
し
て
お
り
ま
す
。

　
学
力
及
び
体
力
の
向
上
施
策
に

つ
い
て
は
、
国
及
び
県
の
研
究
指

定
や
調
査
研
究
に
積
極
的
に
参
画

し
、成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

議
員
　
斑
鳩
の
学
校
に
行
っ
て
よ

か
っ
た
、
と
子
ど
も
達
が
大
人
に

な
っ
て
思
い
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、「
学
力
」・「
道
徳
」を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う

な
、
真
の
教
育
の
充
実
を
目
指
す

こ
と
を
強
く
願
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
町
営
住
宅
の
現
状
に
つ
い
て
、

　
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が

　
で
き
て
い
る
の
か
を
今
後
の
町

　
の
住
宅
施
策
と
と
も
に
質
疑
し

　
た
。

議
員
　
６
月
議
会
で
は
、
広
域
消

防
組
合
の
規
約
に
つ
い
て
議
決
が

迫
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
遅
れ
る
と
法
的
に
問

題
が
あ
る
の
で
す
か
。

総
務
部
長
　
消
防
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
関
係
で
は
、
現
在
の
ア
ナ

ロ
グ
周
波
数
の
使
用
期
限
が
平
成

28
年
５
月
31
日
と
な
っ
て
お
り
、

デ
ジ
タ
ル
周
波
数
へ
の
移
行
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
の
広
域
化
に
関
す
る
基
本

指
針
で
は
、
消
防
広
域
化
実
現
の

期
限
が
平
成
25
年
３
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
な
ど
を
踏
ま
え
、
平

成
30
年
４
月
１
日
ま
で
延
長
さ
れ

て
い
ま
す
。

議
員
　
広
域
化
後
の
消
防
体
制
や

費
用
負
担
な
ど
が
明
ら
か
に
な
ら

な
い
中
で
、拙
速
に
答
え
を
出
し
て

い
く
必
要
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、住
民
の
生
命
、財
産
を
守
る

べ
き
消
防
の
体
制
が
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
住
民
に

全
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。説

明
会
な
ど
を
開
催
し
て
住
民
に
お

知
ら
せ
し
、
意
見
を
聞
く
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。

総
務
部
長
　
奈
良
県
広
域
消
防
協

議
会
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
議
会

に
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま

す
。ま
た
、現
在
進
め
ら
れ
て
い
る

消
防
広
域
化
に
つ
い
て
は
、
火
災

等
の
通
報
や
救
急
車
の
要
請
な

ど
、
直
接
住
民
の
生
活
に
支
障
や

障
害
は
生
じ
な
い
こ
と
か
ら
、
現

在
の
と
こ
ろ
住
民
説
明
会
を
開
催

す
る
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

議
員
　
事
務
手
続
き
上
の
問
題
で

は
な
く
、
住
民
の
命
を
守
る
消
防

体
制
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
重
要

な
問
題
で
す
。し
っ
か
り
と
住
民

に
お
知
ら
せ
し
、
意
見
を
聞
く
な

か
で
判
断
す
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
消
防
広
域
化
後
に
西
和
消

防
管
内
か
ら
管
轄
外
へ
の
出
動
が

増
え
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、「
今

後
の
話
し
合
い
で
決
め
る
」
と
し

か
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
西
和
消

防
の
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
に
す

る
と
い
う
担
保
が
確
定
し
た
形
で

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。私
は
、そ

う
し
た
点
が
確
認
で
き
な
い
現
段

階
で
、
消
防
広
域
化
の
是
非
を
判

断
す
る
の
は
時
期
尚
早
だ
と
考
え

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
町
立
保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て

※
職
員
採
用
の
考
え
方
と
臨
時
職

　
員
の
待
遇
に
つ
い
て

▲小学校の授業風景

議会だよりが斑鳩町ホームページで
　　　　閲覧できます。
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消
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広
域
化
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委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
27
号
　
斑
鳩
町
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
今
回
の
条
例
改
正
は
、
奈
良
県

営
水
道
の
給
水
料
金
の
減
額
改
定

に
伴
い
、
県
営
水
道
料
金
が
平
成

25
年
４
月
か
ら
値
下
げ
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
値
下
げ
分
を
使

用
者
の
皆
様
に
還
元
す
る
た
め

に
、
平
成
25
年
10
月
分
の
水
道
料

金
か
ら
、
す
べ
て
の
口
径
を
対
象

に
使
用
料
金
を
１
立
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
一
律
10
円
値
下
げ
と
な
る

改
定
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
31
号
　
平
成
25
年
度
斑

鳩
町
公
共
下
水
道
管
渠
築
造
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
こ
の
工
事
路
線
は
、
竜
田
川
岩

瀬
橋
西
詰
め
の
既
設
マ
ン
ホ
ー
ル

を
最
下
流
と
し
て
、
町
道
５
０
２

号
線
内
を
西
方
向
へ
延
長
２
９

８
．
５
ｍ
、
ま
た
、
町
道
５
１
６

号
線
、
紅
葉
ヶ
丘
自
治
会
へ
入
る

南
北
道
路
に
南
方
向
へ
47
．
８
ｍ

の
路
線
で
、
去
る
５
月
14
日
に
指

名
競
争
入
札
を
行
っ
た
結
果
、
株

式
会
社
二
隆
建
設
が
、
９
７
８
６

万
円
で
落
札
し
、
落
札
率
は
92
．

５
％
で
す
。

　
継
続
審
査
案
件

◎
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　
下
水
道
工
事
進
捗
状
況
は
、
主

要
な
幹
線
工
事
で
あ
る
岡
本
汚
水

幹
線
の
シ
ー
ル
ド
工
法
に
よ
る
管

渠
築
造
工
事
と
目
安
汚
水
幹
線
の

推
進
工
法
に
よ
る
管
渠
築
造
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共

下
水
道
の
接
続
率
は
、
64
．
２
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
に
つ

い
て
、
平
成
25
年
度
末
の
稲
葉
車

瀬
区
間
の
供
用
に
向
け
て
の
工
期

は
、
平
成
25
年
５
月
29
日
か
ら
26

年
２
月
28
日
ま
で
の
予
定
。
今
後
、

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
推
進
協

議
会
に
工
事
概
要
を
報
告
し
、
関

係
自
治
会
に
対
す
る
工
事
説
明
会

が
行
わ
れ
た
後
、
速
や
か
に
工
事

着
手
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、法
隆
寺
線
整
備
事
業
で
は
、

国
道
25
号
取
り
付
け
部
分
に
つ
い

て
は
、
土
地
の
境
界
の
確
定
、
代

替
地
駐
車
場
の
範
囲
の
確
定
を
行

う
た
め
の
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
駅
北
口
か
ら
の
南
北
の
町
道
３

１
２
号
線
（
５
号
線
）
の
路
線
東

側
１
件
に
つ
い
て
、
隣
接
地
の
建

築
物
が
５
月
末
に
お
い
て
す
べ
て

除
却
さ
れ
更
地
に
な
っ
た
こ
と
を

確
認
。
今
後
、
地
権
者
双
方
が
敷

地
境
界
を
確
認
さ
れ
た
後
、
駅
前

の
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
の
交

渉
を
進
め
ら
れ
る
環
境
が
整
っ
て

き
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
斑
鳩
の
里
観
光
案
内
所
及
び
斑

鳩
町
観
光
自
動
車
駐
車
場
指
定
管

理
者
事
業
報
告
に
つ
い
て

　
一
般
社
団
法
人
斑
鳩
町
観
光
協

会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
管

理
す
る
な
か
、
観
光
協
会
の
職
員

３
名
と
臨
時
職
員
２
名
の
計
５
名

で
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
無

休
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
法
隆
寺
ｉ
セ
ン
タ
ー
は
、
歴
史

街
道
推
進
事
業
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
法
隆
寺
や
周
辺
の
行
事
等
を

は
じ
め
歴
史
街
道
推
進
協
議
会
と

も
連
携
し
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
町
内
観
光
施
設
の
案

内
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
開
発
行
為
に
伴
う
小
吉
田
児
童

公
園
の
整
備
に
つ
い
て

　
民
間
事
業
者
に
お
い
て
開
発
行

為
を
計
画
中
で
、
計
画
地
に
隣
接

す
る
小
吉
田
２
丁
目
地
内
の
都
市

公
園
、
小
吉
田
児
童
公
園
の
一
部

と
開
発
予
定
土
地
と
の
交
換
の
申

し
入
れ
に
、
計
画
内
容
を
も
っ
て

公
園
の
現
状
と
比
較
検
討
し
、
総

合
的
に
判
断
し
た
結
果
、
一
定
の

公
益
上
の
利
点
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
当
該
開
発
に
伴
う
公
園

整
備
計
画
に
基
づ
き
ま
し
て
、
所

要
の
手
続
き
等
を
進
め
た
い
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他

・
町
道
管
理
の
状
況
に
つ
い
て

・
竜
田
大
橋
付
近
の
歩
道
整
備
に  

　
つ
い
て

　
　
　
　
　
　（
飯
髙
委
員
長
記
）

　
６
月
11
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
２
議
案

を
慎
重
に
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て
も
審
査
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
内

容
に
つ
い
て
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

▲小吉田児童公園

委員会のうごき
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厚 生常任委員会

　
継
続
審
査
案
件

◎
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量
化
･

資
源
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て

　
平
成
24
年
度
の
ご
み・資
源
物
の

処
理
状
況
の
ま
と
め
が
終
わ
り
、そ

れ
ら
の
数
字
を
示
す
資
料
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
家
庭
系
、事
業
系
、公
共
施
設
の

ご
み
の
排
出
状
況
の
増
減
の
分
析

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、大
和
川
に
自
然
に
生
え
て

い
た
樹
木
に
雨
の
あ
と
、流
れ
て
き

た
ご
み
が
ひ
っ
か
か
り
、景
観
上
も

良
く
な
い
こ
と
か
ら
、大
和
川
河
川

事
務
所
に
樹
木
の
伐
採
を
要
望
し

て
お
り
、本
年
２
月
か
ら
３
月
に
か

け
て
伐
採
が
行
わ
れ
、そ
れ
ら
が
持

ち
込
ま
れ
た
こ
と
で
、事
業
系
ご
み

が
増
加
と
な
り
、全
体
の
増
加
と

な
っ
た
が
、そ
れ
が
な
け
れ
ば
、事
実

上
は
減
少
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。ま
た
、斑
鳩
町
の
ご
み
の
排

出
量
は
、国
や
奈
良
県
の
排
出
量
に

比
べ
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

逆
に
資
源
化
率
は
高
い
水
準
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
１
日
に
実
施
さ
れ
た
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、約
２
７
０
０

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
特
段
の
質
疑
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　　
各
課
報
告
事
項

○
難
聴
児
補
聴
器
購
入
費
の
助
成

に
つ
い
て

　
国・県
な
ど
の
助
成
事
業
で
あ
る

こ
と
や
、該
当
者
が
現
在
は
い
な
い

こ
と
な
ど
を
確
認
し
、今
後
申
請
方

法
や
制
度
の
啓
発
に
努
め
る
よ
う

に
意
見
し
ま
し
た
。

○
国
民
健
康
保
険
税
の
コ
ン
ビ
ニ

収
納
・
ペ
イ
ジ
ー
収
納
の
利
用
状

況
に
つ
い
て

　
収
納
方
法
別
に
数
字
が
示
さ
れ

ま
し
た
。納
付
に
伴
う
そ
れ
ぞ
れ
の

手
数
料
を
確
認
し
、総
合
的
に
手

数
料
合
計
の
割
合
を
ど
う
見
る
の

か
に
つ
い
て
質
疑
を
し
、収
納
率
向

上
に
努
め
る
よ
う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

○
斑
鳩
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
高

齢
者
等
外
出
支
援
事
業
の
利
用
状

況
に
つ
い
て

　
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
生
き
生

き
号
の
４・５
月
各
コ
ー
ス
の
毎
日
の

利
用
者
数
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
、今
後
も
統
計
を
取

り
、利
用
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

多
く
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
必

要
が
あ
れ
ば
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

○
そ
の
他
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
行
う
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
時
か
ら
行
って

い
る
岩
手
県
大
槌
町
へ
今
年
も
支

援
に
行
く
予
定
で
、
日
程
は
、
土

日
を
挟
む
８
月
９
日
か
ら
８
月
１２

日
ま
で
の
３
泊
４
日
。
今
回
は
仮

設
住
宅
で
の
炊
き
出
し
、
ま
た
、

そ
れ
ら
を
通
じ
て
の
交
流
活
動
を

中
心
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
社
協

だ
よ
り
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
現
在
の

応
募
者
は
１０
人
だ
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
、募
集
を
社
協
だ
よ

り
だ
け
で
な
く
、町
の
広
報
に
も
掲

載
し
た
ほ
う
が
よ
い
。昨
年
参
加
し

た
人
も
募
集
を
知
ら
な
い
場
合
が

あ
っ
た
、社
協
の
存
在
や
事
業
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
も

広
く
広
報
、周
知
し
て
い
く
方
が
良

い
。働
い
て
い
る
人
に
は
、土
日
を
入

れ
る
の
は
良
い
が
、お
盆
前
の
日
程

で
あ
れ
ば
、長
い
休
暇
と
な
り
休
み

を
取
り
に
く
い
場
合
も
あ
る
。行
く

時
期
に
つい
て
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

等
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他

・
お
む
つ
用
ご
み
袋
に
つ
い
て

　
０・１・２
歳
児
に
同
じ
枚
数
を
配

付
し
て
い
る
が
、０
歳
児
で
は
不
足

す
る
、１
歳
児・２
歳
児
で
は
余
る
と

い
う
声
が
あ
り
、使
う
頻
度
や
必
要

性
に
応
じ
て
、枚
数
設
定
で
き
な
い

か
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　（
里
川
委
員
長
記
）

　開会中の６月１３日（木）に全委員出席の
もと、委員会を開催いたしましたのでご報告
いたします。
　今議会における当委員会への付託議案は
ありませんでした。

▲ごみがひっかかった大和川の樹木
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委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
24
号
　
特
別
職
の
職
員

等
の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て

◎
議
案
第
25
号
　
斑
鳩
町
の
一
般

職
の
職
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
国
の
厳
し
い
財
政
状
況
や
東
日

本
大
震
災
の
財
源
捻
出
を
理
由
と

し
て
、
国
家
公
務
員
の
給
与
減
額

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
地
方

公
務
員
も
国
に
準
じ
た
減
額
を
行

う
よ
う
国
か
ら
の
要
請
が
あ
り
、

条
例
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
26
号
　
斑
鳩
町
ス
ポ
ー

ツ
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使

用
料
の
支
払
い
に
、
回
数
券
方
式

を
取
り
入
れ
る
た
め
条
例
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
28
号
　
平
成
25
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）に
つ
い
て

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
へ
の
切
り
替
え

や
、
あ
わ
保
育
園
に
園
児
送
迎
用

駐
車
場
を
整
備
す
る
の
に
必
要
な

予
算
補
正
を
行
う
た
め
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
32
号
　
奈
良
県
広
域
消

防
組
合
の
設
立
に
関
す
る
協
議
に

つ
い
て

◎
議
案
第
33
号
　
奈
良
県
広
域
消

防
組
合
設
立
に
伴
う
西
和
消
防
組

合
の
解
散
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て◎
議
案
第
34
号
　
西
和
消
防
組
合

の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

　
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
や
消
防

行
政
の
合
理
化
・
効
率
化
を
図
る

た
め
、
奈
良
市
、
生
駒
市
を
除
く

県
下
37
市
町
村
に
よ
る
広
域
消
防

組
合
を
設
立
す
る
こ
と
に
伴
う
規

約
の
合
意
を
図
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
広
域
消
防
組
合
設
立
に

伴
う
西
和
消
防
組
合
の
解
散
、
財

産
処
分
に
つ
い
て
合
意
を
図
る
も

の
で
す
。

◎
議
案
第
35
号
　
平
成
25
年（
ノ
）

第
６
号
慰
謝
料
等
請
求
調
停
事
件

の
和
解
に
つ
い
て

◎
議
案
第
36
号
　
平
成
25
年
度
斑

鳩
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）に
つ
い
て

　
平
成
23
年
に
斑
鳩
小
学
校
の
体

育
の
授
業
中
に
起
き
た
事
故
に
対

し
、
慰
謝
料
等
の
損
害
賠
償
を
求

め
る
調
停
が
あ
り
、
そ
の
和
解
内

容
の
承
認
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
発

生
す
る
費
用
を
予
算
補
正
す
る
こ

と
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
継
続
審
査
案
件

◎
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史
跡

等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
度
の
斑
鳩
町
文
化
財

活
用
セ
ン
タ
ー
入
館
者
数
の
報
告

が
あ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
９

９
０
人
増
と
な
っ
た
こ
と
や
来
館

者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

　
ま
た
、好
評
と
な
っ
て
い
る「
こ

ど
も
勾
玉
づ
く
り
教
室
」
の
開
催

や
史
跡
中
宮
寺
跡
整
備
検
討
委
員

会
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
斑
鳩
町
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
指

定
管
理
者
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
24
年
度
町
税
収
納
状
況
に

つ
い
て

○
コ
ン
ビ
ニ
収
納
・
ペ
イ
ジ
ー
収

納
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

○
夏
季
一
斉
閉
庁
に
つ
い
て

○
防
災
協
定
に
つ
い
て

○
岩
手
県
大
槌
町
へ
の
支
援
に
つ

い
て

○
地
域
交
流
館
の
要
望
に
つ
い
て

　
　

○
期
日
前
投
票
宣
誓
書
の
入
場
券

裏
面
へ
の
印
刷
に
つ
い
て

○
職
員
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い

て○
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
「
飛
鳥
」
の

導
入
に
つ
い
て

○
学
校
給
食
具
材
の
青
虫
等
の
付

着
に
よ
る
献
立
の
変
更
に
つ
い
て

　
そ
　
の
　
他

・
斑
鳩
町
庁
舎
の
電
気
契
約
に
よ

　
る
変
化
に
つ
い
て

・
消
防
団
の
研
修
旅
行
に
つ
い
て

質
疑
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　（
木
澤
委
員
長
記
）

　
６
月
14
日
、本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
議
案
を
審
議
し
た
結
果
、す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
継
続
審
査
案
件
の
審
査
や
各
課
報
告
事
項
と
し
て
諸
報
告
を
受
け

ま
し
た
の
で
、そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
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水 道決算審査特別委員会

　
代
表
監
査
委
員
の

　
　
　
　
　
審
査
結
果
報
告

　
決
算
書
類
は
関
係
法
令
に
準
拠

し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
当
該
事

業
年
度
の
経
営
成
績
及
び
当
該
事

業
年
度
末
の
財
政
状
況
を
適
正
に

表
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ

た
。

　
給
水
戸
数
は
増
加
し
て
い
る

が
、
総
有
収
水
量
の
減
少
幅
が
大

き
く
、特
に
有
収
率
に
つ
い
て
は
、

94
．２
％
と
前
年
度
よ
り
１
．２
％

減
少
し
て
い
る
。
全
国
的
に
は
高

い
レ
ベ
ル
に
あ
る
が
、
水
道
事
業

会
計
の
経
営
を
安
定
的
に
維
持
す

る
に
は
、有
収
率
の
向
上
が
課
題
。

　
経
常
利
益
で
は
、
３
７
６
４
万

２
千
円
の
黒
字
と
な
っ
た
が
、
給

水
収
益
は
、
前
年
度
よ
り
１
５
０

１
万
６
千
円
の
減
収
で
、
そ
れ
を

上
回
る
人
件
費
等
経
費
削
減
な
ど

に
よ
り
好
決
算
と
な
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
後
も
給
水
収
益
は
減
少

傾
向
が
続
く
も
の
と
想
定
さ
れ
、

経
営
の
健
全
な
状
況
を
維
持
す
る

に
は
、
長
期
的
財
政
見
通
し
の
も

と
慎
重
な
姿
勢
が
必
要
と
の
意
見

で
す
。

　
水
道
事
業
会
計
決
算
及
び
水
道  

　
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の

　
処
分
に
つ
い
て
の
説
明

　
老
朽
管
更
新
・
新
設
改
良
・
公

共
下
水
道
築
造
工
事
で
管
延
長
２

１
９
７
ｍ
で
、
工
事
の
施
工
に
あ

た
っ
て
は
、
突
発
的
な
配
水
管
事

故
で
の
断
水
区
域
を
で
き
る
限
り

縮
小
す
る
よ
う
管
路
整
備
、更
に
、

北
部
配
水
池
ド
ー
ム
の
更
新
事

業
・
三
井
浄
水
場
薬
注
設
備
更
新

事
業
・
取
水
井
戸
ポ
ン
プ
更
新
等

適
切
な
維
持
管
理
・
自
己
水
の
確

保
に
努
め
、「
安
全
」
で
「
安
心
」

で
き
る
「
良
質
な
水
」
を
安
定
的

に
供
給
す
る
た
め
サ
ー
ビ
ス
水
準

の
向
上
・
経
営
基
盤
の
強
化
を
図

り
、
経
営
の
効
率
化
を
念
頭
に
、

健
全
な
水
道
事
業
会
計
の
運
営
に

努
め
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
質
問
と
答
弁

問
　
有
収
率
は
、昨
年
度
よ
り
１
．

２
％
下
が
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
。

答
　
夏
場
水
圧
の
変
動
が
大
き
い

時
期
に
漏
水
調
査
を
実
施
し
て
い

る
が
、
冬
場
漏
水
調
査
を
実
施
し

て
い
な
い
時
期
で
の
漏
水
で
、
経

費
の
問
題
も
あ
り
、
配
水
量
に
十

分
注
意
を
し
て
行
き
た
い
。

問
　
石
綿
管
の
更
新
が
終
わ
っ
た

ら
、
塩
ビ
管
の
更
新
事
業
に
な
る

と
思
う
が
。

答
　
石
綿
管
の
更
新
事
業
は
、
26

年
ぐ
ら
い
で
完
了
す
る
と
見
込
ん

で
い
る
。
塩
ビ
管
の
更
新
も
管
路

近
代
化
事
業
で
進
め
て
い
る
。

問
　
配
水
管
路
台
帳
シ
ス
テ
ム
の

現
状
に
つ
い
て
。

答
　
過
去
に
遡
っ
た
分
に
つ
い
て

も
、
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る
が
、
細

か
い
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
精
査
し

な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
る
。

問
　
代
表
監
査
委
員
か
ら
の
減
価

償
却
の
定
額
法
と
定
率
法
と
い
う

こ
と
で
の
指
摘
に
つ
い
て
。

答
　
経
営
の
状
況
も
踏
ま
え
た
中

で
、
相
談
も
し
な
が
ら
研
究
し
て

い
き
た
い
。

問
　
有
収
率
に
は
、
漏
水
・
配
水

管
の
事
故
が
対
象
と
な
る
と
思
う

が
、
他
の
原
因
も
あ
る
の
か
。

答
　
使
用
者
の
メ
ー
タ
ー
を
通
過

し
な
い
利
用
で
、
消
火
栓
か
ら
の

使
用
や
、
配
水
管
工
事
で
の
洗
管

作
業
・
浄
水
場
改
良
工
事
で
の
洗

浄
等
で
す
。

　
そ
の
他
、
委
員
か
ら
質
疑
が
あ

り
理
事
者
よ
り
的
確
な
答
弁
が
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
議
案
第
29
号
　
平

成
24
年
度
斑
鳩
町
水
道
事
業
会
計

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ

い
て
・
認
定
第
１
号
　
平
成
24
年

度
斑
鳩
町
水
道
事
業
会
計
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
は
、
満
場
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　（
辻
委
員
長
記
）

水
道
決
算
審
査
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辻
　
善
次

副
委
員
長
　
　
　
紀
　
良
治

委
　
　
　
員
　
　
　
宮
﨑
和
彦

　
　
〃
　
　
　
　
　
小
林
　
誠

　
　
〃
　
　
　
　
　
嶋
田
善
行

　
　
〃
　
　
　
　
　
飯
髙
昭
二

　
　
〃
　
　
　
　
　
木
澤
正
男

　６月１０日全委員出席のもと、本会議から
付託を受けた２議案を審議した結果、いず
れの議案も原案どおり認定及び可決する
ことに決しました。その主な内容について
報告します。

▲北部配水池ドーム更新事業

委員会のうごき
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５
月
の
臨
時
議
会
で

委
員
会
の
構
成
が
変
わ

り
ま
し
た
。
今
年
は
表

紙
に
も
季
節
感
を
出
せ

る
よ
う
な
工
夫
を
し
よ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
定
数
検

討
特
別
委
員
会
も
設
置

さ
れ
、
議
会
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
が
議
論
さ
れ

ま
す
。

　
地
域
主
権
と
言
っ
て
、
新
た
な

町
の
条
例
も
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

る
も
の
の
、
国
が
示
す
基
準
に
基

づ
く
も
の
が
多
く
て
、
矛
盾
を
感

じ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。
議
会
と
し
て
も
、
い
か
に
魅

力
あ
る
町
「
斑
鳩
町
」
に
し
て
い

く
の
か
大
き
な
課
題
も
山
積
み
で

す
。

　
さ
ら
に
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
、
行
政
課
題
へ
の
政
策
立
案

能
力
を
高
め
な
が
ら
、
わ
か
り
や

す
い
広
報
を
み
な
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
委
員
会
と
し
て

全
力
を
尽
く
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　 

（
里
川
委
員
長
記
）

委員会の新しい構成をお知らせします（平成２５年５月９日～）

飯髙　昭二
辻　　善次
中川　靖広
紀　　良治
小野　隆雄
木澤　正男
木田　守彦

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 
〃 

道路、河川、橋梁、町営住宅、観光
イベント、町営駐車場、商工業、農
業、建築開発に伴う各種規制、屋
外広告、公園・緑地、駅前整備、都
市計画道路、公共下水道、上水道
に関すること等についての調査や、
議案・請願等の審査をします。

里川宜志子
辻　　善次
宮﨑　和彦
小林　　誠
吉野　俊明
伴　　吉晴
飯髙　昭二

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃
〃 

保健事業、児童福祉、障がい者
福祉、高齢者福祉、介護保険、国
民健康保険、ごみ問題、環境対
策、住民登録・戸籍に関すること
等についての調査や、議案・請願
等の審査をします。

木澤　正男
小林　　誠
中川　靖広
吉野　俊明
嶋田　善行
小野　隆雄
坂口　　徹

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 
〃 

町の総合計画や行政改革、防災
計画、コミュニティ、文化振興財
団、財政計画、財産管理、町民
税、固定資産税、小・中学校、幼
稚園、生涯学習に関すること等に
ついての調査や、議案・請願等の
審査をします。

平成２５年度の議会の構成は、
５月９日より次のとおりになり
ました。 里川宜志子

宮﨑　和彦
伴　　吉晴
紀　　良治
嶋田　善行
坂口　　徹
木田　守彦

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃
〃

中西　和夫
伴　　吉晴
中川　靖広

議 長
副 議 長
監査委員

議会広報の編集、発行に関する
事務をします。

小野　隆雄
木澤　正男
宮﨑　和彦
小林　　誠
伴　　吉晴
嶋田　善行
坂口　　徹

委 員 長
副委員長
委 員
〃
〃
〃 
〃 

定例議会の会期、議事日程や議
事進行に関すること、請願・陳情
の処理に関すること、意見書の提
出等議会の対外的問題に関する
こと等、その他議会運営上必要と
認める事項や、他の委員会に属さ
ない事項の審査、調査をします。

建設水道常任委員会 厚生常任委員会 総務常任委員会

広報発行常任委員会 議会運営委員会

▲広報発行常任委員会

い
か
る
が
議
会
だ
よ
り

◆
〒
636-0198　

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
西
3-7-12　

☎
74-1001　

内
線
302

平
成
25年

8月
1日
発
行
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